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　津山市社会福祉協議会では、「地域共生社会」の実現に向けて、地域
で活躍されている多くの方からご意見をいただき、地域における福祉・
生活課題の解決に向けて、これまで以上に、地域住民・団体をはじめ、ボラ
ンティア・ＮＰＯ、社会福祉法人、民間企業、関係機関・団体、行政等の多様
な主体の皆さんと、分野や垣根を越えて協働・連携し、計画的に事業を
進めていくための指針として、第７次地域福祉活動計画を策定しました。

　津山市社会福祉協議会では、「地域共生社会」の実現に向けて、地域
で活躍されている多くの方からご意見をいただき、地域における福祉・
生活課題の解決に向けて、これまで以上に、地域住民・団体をはじめ、ボラ
ンティア・ＮＰＯ、社会福祉法人、民間企業、関係機関・団体、行政等の多様
な主体の皆さんと、分野や垣根を越えて協働・連携し、計画的に事業を
進めていくための指針として、第７次地域福祉活動計画を策定しました。

この広報紙は、津山市社会福祉協議会が社協会員会費と共同募金の配分を受け、発行しています。
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事
業
計
画

津
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

【 

基
本
目
標
１ 

】

　
み
ん
な
で
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
住
民
が
、
心
豊
か
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
み
ん

な
で
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
意
識
づ

く
り
と
基
盤
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
各
施
策
が
補
完
し
合
い
、
総
合
的

な
医
療
・
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
が

提
供
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
住
民
・
団

体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
関
係

機
関
・
団
体
、
民
間
事
業
者
、
行
政
等

の
密
接
な
協
働
・
連
携
の
体
制
の
構
築

に
取
り
組
み
ま
す
。

１
　
地
域
で
支
え
合
う
意
識
の
醸
成
　
　

⑴
住
民
福
祉
座
談
会
の
開
催

⑵
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
福
祉

共
育
（
教
育
）
の
充
実

２
　
津
山
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

⑴
津
山
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
⑵
社
会
福
祉
法
人
等
の
地
域
に
お
け
る
公

益
的
な
取
組
み
と
の
連
携

３
　
小
地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進

⑴
小
地
域
ケ
ア
会
議
設
置
推
進
と
運
営
支

援

４
　
地
域
を
基
盤
と
し
た
福
祉
活
動
の
推
進

⑴
地
域
で
の
新
た
な
協
働
・
連
携
に
よ
る

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強
化

⑵
地
域
福
祉
関
係
団
体
や
支
部
単
位
の
地

域
福
祉
活
動
団
体
（
住
民
組
織
）
と
の

連
携
強
化

⑶
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
設
置
推
進
と
支
援

⑷
ご
近
所
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
推

進
⑸
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
の

推
進

５
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
促
進

⑴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
機
能
の

充
実

【 

基
本
目
標
２ 

】

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
お
互
い
さ
ま
の
意
識
に
よ
る
、
日
常

的
な
地
域
の
見
守
り
や
支
え
合
い
・
助

け
合
い
な
ど
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
と
、
地
域
に
お
け

る
防
犯
・
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
と
の
協

働
・
連
携
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

１
　
日
常
的
な
緊
急
時
対
策
の
強
化

⑴
地
域
・
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
要
援
護

者
把
握
と
支
援
体
制
づ
く
り
事
業

２
　
日
常
的
な
防
犯
・
防
災
対
策
の
強
化

⑴
防
犯
・
防
災
の
地
域
組
織
と
の
連
携
と

啓
発
活
動

３
　
災
害
時
の
要
援
護
者
対
策
強
化
　

⑴
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
体
制
の
整
備

　
　
　

【 

基
本
目
標
３ 

】

　
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
住
民
が
、
健
康
で
生
き
が
い
に

満
ち
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
生
き
が

い
づ
く
り
や
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
自
分
の
能
力
を
活
か
し
な

が
ら
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
・
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
　
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
づ
く
り
　
　

⑴
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
生
き
が
い
づ
く

り
の
促
進

２
　
地
域
交
流
の
促
進
　
　

⑴
三
世
代
交
流
の
推
進

３
　
地
域
で
福
祉
活
動
を
す
る
人
材
の
育
成

⑴
認
知
症
地
域
支
援
事
業

⑵
多
様
な
地
域
福
祉
活
動
の
人
材
育
成
と

活
動
推
進

【 

基
本
目
標
４ 

】

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
育
て
世

帯
、
生
活
困
窮
者
、
ひ
き
こ
も
り
の
人

等
が
、
地
域
社
会
の
中
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
情
報

が
効
果
的
に
得
ら
れ
る
仕
組
み
の
地
域

整
備
や
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
関
係
機
関
・
団
体
、
行
政
等

と
連
携
し
て
自
立
を
支
え
る
相
談
支
援

体
制
を
構
築
し
ま
す
。

１
　
相
談
支
援
体
制
の
充
実
　
　
　

⑴
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
充
実

⑵
法
人
後
見
事
業
の
実
施

⑶
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業

２
　
地
域
福
祉
活
動
へ
の
支
援

⑴
地
域
子
育
て
支
援
の
充
実

⑵
地
域
で
の
自
立
生
活
支
援
の
仕
組
み
づ

く
り

３
　
自
立
を
支
え
る
体
制
基
盤
づ
く
り

⑴
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
学
習
と
体
験

の
充
実
　
　
　

⑵
認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り

⑶
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
へ
の
支
援

⑷
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
移
動
支
援

⑸
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
受
託

（
市
受
託
事
業
）

⑹
第
１
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

事
業
の
受
託
（
市
受
託
事
業
）

⑺
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

事
業
の
受
託
（
市
受
託
事
業
）

⑻
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
推
進
（
県

社
協
受
託
事
業
）

⑼
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
推
進
と
配

分
の
活
用

⑽
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
推
進
と
配
分

の
活
用

⑾
介
護
保
険
法
・
障
害
者
総
合
支
援
法
に

よ
る
指
定
事
業
等
へ
の
取
り
組
み

【 

基
本
目
標
５ 

】

津
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
組
織
体
制

の
充
実
・
強
化

　
住
民
主
体
を
原
則
と
し
た
地
域
福
祉

を
推
進
す
る
中
核
的
団
体
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
津
山
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
し
て
、
地
域
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
組
織
体
制
の
充
実
・
強

化
、
財
源
の
確
保
・
充
実
、
福
祉
拠
点

の
管
理
・
運
営
、
広
報
活
動
、
計
画
の

推
進
管
理
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
　
組
織
体
制
の
充
実
・
強
化
　

⑴
津
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
計
画
的
な

充
実
強
化
へ
の
取
り
組
み

⑵
第
３
次
中
期
経
営
計
画
の
策
定
・
実
施

⑶
津
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
員
の
加
入

促
進

⑷
組
織
内
各
種
会
議
の
充
実

⑸
法
人
の
使
命
と
社
会
的
責
任
の
強
化

⑹
施
設
の
管
理
経
営

２
　
広
報
の
充
実
・
強
化

⑴
広
報
活
動
の
充
実

３
　
事
業
評
価
の
実
施

⑴
事
業
評
価
制
度
の
実
施

令和
8年度実

施
計
画

【 

基
本
目
標
１ 

】

　
み
ん
な
で
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

１
　
地
域
で
支
え
合
う
意
識
の
醸
成
　
　

①
地
域
共
生
に
向
け
た
福
祉
共
育
（
教

育
）
の
充
実

２
　
津
山
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進 

　
　

②
津
山
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

３
　
小
地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進
　
　

③
小
地
域
ケ
ア
会
議
設
置
推
進
と
運
営
支
援

４
　
地
域
を
基
盤
と
し
た
福
祉
活
動
の
推
進

④
地
域
で
の
協
働
・
連
携
に
よ
る
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
・
強
化

⑤
地
域
福
祉
関
係
団
体
や
支
部
単
位
の
地

域
福
祉
活
動
団
体
（
住
民
組
織
）
と
の

連
携
強
化

５
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
促
進

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
機
能
の

充
実

【 

基
本
目
標
２ 

】

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

１
　
日
常
的
な
緊
急
時
対
策
の
強
化

⑦
要
援
護
者
の
把
握
と
情
報
共
有
の
仕
組

み
の
啓
発
と
活
用

２
　
災
害
時
の
要
援
護
者
対
策
強
化

⑧
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
体
制
の
整
備

【 

基
本
目
標
３ 
】

　
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

１
　
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
づ
く
り
　
　

⑨
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
生
き
が
い
づ
く

り
の
促
進

２
　
地
域
で
福
祉
活
動
を
す
る
人
材
育
成

と
交
流
の
促
進 

　
　

⑩
認
知
症
地
域
支
援
事
業

⑪
多
様
な
地
域
福
祉
活
動
の
人
材
育
成
と

活
動
推
進

【 

基
本
目
標
４ 

】

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

１
　
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
充
実

⑫
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支

援
等
の
事
業
実
施
（
仮
）

⑬
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
充
実

⑭
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相

談
体
制
の
充
実

２
　
地
域
福
祉
活
動
へ
の
支
援
　
　

⑮
地
域
子
育
て
支
援
の
充
実

⑯
地
域
で
の
自
立
生
活
支
援
の
仕
組
み
の

充
実

３
　
自
立
を
支
え
る
体
制
基
盤
づ
く
り

⑰
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
学
習
と
体
験

の
充
実

⑱
認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り

【 

基
本
目
標
５ 

】

　
社
協
の
組
織
体
制
の
充
実
・
強
化

１
　
組
織
の
充
実
・
強
化
　
　

⑲
社
協
の
計
画
的
な
組
織
の
充
実
・
強
化

へ
の
取
り
組
み
（
組
織
体
制
の
充
実･

強
化
、
財
源
の
確
保
と
充
実
、
福
祉
拠

点
の
管
理･

運
営
）

２
　
広
報
の
充
実
・
強
化
　
　

　
⑳
広
報
活
動
の
充
実

３
　
事
業
評
価
の
実
施
　
　

　
㉑
事
業
評
価
制
度
の
実
施

　
津
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
法
律

や
制
度
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
地
域

の
福
祉
・
生
活
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

第
１
次
〜
第
６
次
の
地
域
福
祉
活
動
計

画
を
策
定
し
、
計
画
に
基
づ
き
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
や
つ
な
が
り

の
希
薄
化
、
孤
独
・
孤
立
、
災
害
、
子

ど
も
の
貧
困
な
ど
、
地
域
の
福
祉
ニ
ー

ズ
の
複
雑
化
や
、
課
題
を
複
合
的
に
抱

え
る
ケ
ー
ス
な
ど
、
ニ
ー
ズ
が
複
雑
・

多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実

現
に
向
け
、
多
様
な
主
体
が
共
通
の
目

標
を
持
ち
、
協
働
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、

垣
根
を
越
え
た
事
業
展
開
や
、
地
域
住

民
・
団
体
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
会
福
祉
法
人
、
民
間

企
業
、
関
係
機
関
・
団
体
、
行
政
等
の

多
く
の
方
が
協
働
・
連
携
し
、
計
画
的

に
事
業
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
取
り

組
み
の
全
体
像
を
体
系
的
に
捉
え
、
か

つ
実
施
事
業
で
は
年
度
ご
と
に
具
体
的

な
指
標
を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
た
め
の
指
針
と
し
て
、
第
７

次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
を
行
い

ま
し
た
。

 

　　
地
域
の
力
は
も
と
よ
り
、
福
祉
の
枠

や
世
代
、
ま
た
、
様
々
な
人
や
資
源
が

協
働
・
連
携
し
て
力
を
発
揮
し
、
地
域

住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
を
大
切
に
、

「
支
え
る
側
」
、「
支
え
ら
れ
る
側
」
と

い
う
関
係
を
超
え
て
、
暮
ら
し
を
支
え

る
担
い
手
と
な
り
、
同
じ
地
域
で
暮
ら

す
全
て
の
人
が
、
自
身
の
人
生
の
主
役

と
し
て
、
思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
魅
力
あ

る
地
域
の
力
を
活
か
し
、
福
祉
の
ま
ち

を
共
に
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、
本
計

画
を
推
進
す
る
指
針
と
な
る
基
本
理
念

を
定
め
ま
し
た
。

第
７
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の

体
系

第
７
次

地
域
福
祉
活
動
計
画

（
令
和
８
年
度
〜
令
和
12
年
度
）

第
７
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の

基
本
理
念

み
ん
な
が
主
役

　
や
さ
し
さ
と
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る

　
　
支
え
合
い
の
ま
ち
を
目
指
し
て



3

●つ
●や
●ま
●社
●協
●だ
●よ
●り

2

●つ
●や
●ま
●社
●協
●だ
●よ
●り

事
業
計
画

津
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

【 

基
本
目
標
１ 
】

　
み
ん
な
で
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
住
民
が
、
心
豊
か
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
み
ん

な
で
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
意
識
づ

く
り
と
基
盤
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
各
施
策
が
補
完
し
合
い
、
総
合
的

な
医
療
・
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
が

提
供
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
住
民
・
団

体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
関
係

機
関
・
団
体
、
民
間
事
業
者
、
行
政
等

の
密
接
な
協
働
・
連
携
の
体
制
の
構
築

に
取
り
組
み
ま
す
。

１
　
地
域
で
支
え
合
う
意
識
の
醸
成
　
　

⑴
住
民
福
祉
座
談
会
の
開
催

⑵
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
福
祉

共
育
（
教
育
）
の
充
実

２
　
津
山
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

⑴
津
山
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
⑵
社
会
福
祉
法
人
等
の
地
域
に
お
け
る
公

益
的
な
取
組
み
と
の
連
携

３
　
小
地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進

⑴
小
地
域
ケ
ア
会
議
設
置
推
進
と
運
営
支

援

４
　
地
域
を
基
盤
と
し
た
福
祉
活
動
の
推
進

⑴
地
域
で
の
新
た
な
協
働
・
連
携
に
よ
る

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強
化

⑵
地
域
福
祉
関
係
団
体
や
支
部
単
位
の
地

域
福
祉
活
動
団
体
（
住
民
組
織
）
と
の

連
携
強
化

⑶
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
設
置
推
進
と
支
援

⑷
ご
近
所
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
推

進
⑸
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
の

推
進

５
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
促
進

⑴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
機
能
の

充
実

【 

基
本
目
標
２ 

】

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
お
互
い
さ
ま
の
意
識
に
よ
る
、
日
常

的
な
地
域
の
見
守
り
や
支
え
合
い
・
助

け
合
い
な
ど
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
と
、
地
域
に
お
け

る
防
犯
・
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
と
の
協

働
・
連
携
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

１
　
日
常
的
な
緊
急
時
対
策
の
強
化

⑴
地
域
・
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
要
援
護

者
把
握
と
支
援
体
制
づ
く
り
事
業

２
　
日
常
的
な
防
犯
・
防
災
対
策
の
強
化

⑴
防
犯
・
防
災
の
地
域
組
織
と
の
連
携
と

啓
発
活
動

３
　
災
害
時
の
要
援
護
者
対
策
強
化
　

⑴
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
体
制
の
整
備

　
　
　

【 

基
本
目
標
３ 

】

　
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
住
民
が
、
健
康
で
生
き
が
い
に

満
ち
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
生
き
が

い
づ
く
り
や
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
自
分
の
能
力
を
活
か
し
な

が
ら
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
・
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
　
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
づ
く
り
　
　

⑴
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
生
き
が
い
づ
く

り
の
促
進

２
　
地
域
交
流
の
促
進
　
　

⑴
三
世
代
交
流
の
推
進

３
　
地
域
で
福
祉
活
動
を
す
る
人
材
の
育
成

⑴
認
知
症
地
域
支
援
事
業

⑵
多
様
な
地
域
福
祉
活
動
の
人
材
育
成
と

活
動
推
進

【 

基
本
目
標
４ 

】

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
育
て
世

帯
、
生
活
困
窮
者
、
ひ
き
こ
も
り
の
人

等
が
、
地
域
社
会
の
中
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
情
報

が
効
果
的
に
得
ら
れ
る
仕
組
み
の
地
域

整
備
や
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
関
係
機
関
・
団
体
、
行
政
等

と
連
携
し
て
自
立
を
支
え
る
相
談
支
援

体
制
を
構
築
し
ま
す
。

１
　
相
談
支
援
体
制
の
充
実
　
　
　

⑴
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
充
実

⑵
法
人
後
見
事
業
の
実
施

⑶
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業

２
　
地
域
福
祉
活
動
へ
の
支
援

⑴
地
域
子
育
て
支
援
の
充
実

⑵
地
域
で
の
自
立
生
活
支
援
の
仕
組
み
づ

く
り

３
　
自
立
を
支
え
る
体
制
基
盤
づ
く
り

⑴
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
学
習
と
体
験

の
充
実
　
　
　

⑵
認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り

⑶
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
へ
の
支
援

⑷
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
移
動
支
援

⑸
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
受
託

（
市
受
託
事
業
）

⑹
第
１
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

事
業
の
受
託
（
市
受
託
事
業
）

⑺
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

事
業
の
受
託
（
市
受
託
事
業
）

⑻
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
推
進
（
県

社
協
受
託
事
業
）

⑼
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
推
進
と
配

分
の
活
用

⑽
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
推
進
と
配
分

の
活
用

⑾
介
護
保
険
法
・
障
害
者
総
合
支
援
法
に

よ
る
指
定
事
業
等
へ
の
取
り
組
み

【 

基
本
目
標
５ 

】

津
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
組
織
体
制

の
充
実
・
強
化

　
住
民
主
体
を
原
則
と
し
た
地
域
福
祉

を
推
進
す
る
中
核
的
団
体
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
津
山
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
し
て
、
地
域
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
組
織
体
制
の
充
実
・
強

化
、
財
源
の
確
保
・
充
実
、
福
祉
拠
点

の
管
理
・
運
営
、
広
報
活
動
、
計
画
の

推
進
管
理
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
　
組
織
体
制
の
充
実
・
強
化
　

⑴
津
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
計
画
的
な

充
実
強
化
へ
の
取
り
組
み

⑵
第
３
次
中
期
経
営
計
画
の
策
定
・
実
施

⑶
津
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
員
の
加
入

促
進

⑷
組
織
内
各
種
会
議
の
充
実

⑸
法
人
の
使
命
と
社
会
的
責
任
の
強
化

⑹
施
設
の
管
理
経
営

２
　
広
報
の
充
実
・
強
化

⑴
広
報
活
動
の
充
実

３
　
事
業
評
価
の
実
施

⑴
事
業
評
価
制
度
の
実
施

令和
8年度実

施
計
画

【 

基
本
目
標
１ 

】

　
み
ん
な
で
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

１
　
地
域
で
支
え
合
う
意
識
の
醸
成
　
　

①
地
域
共
生
に
向
け
た
福
祉
共
育
（
教

育
）
の
充
実

２
　
津
山
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進 

　
　

②
津
山
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

３
　
小
地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進
　
　

③
小
地
域
ケ
ア
会
議
設
置
推
進
と
運
営
支
援

４
　
地
域
を
基
盤
と
し
た
福
祉
活
動
の
推
進

④
地
域
で
の
協
働
・
連
携
に
よ
る
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
・
強
化

⑤
地
域
福
祉
関
係
団
体
や
支
部
単
位
の
地

域
福
祉
活
動
団
体
（
住
民
組
織
）
と
の

連
携
強
化

５
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
促
進

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
機
能
の

充
実

【 

基
本
目
標
２ 

】

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

１
　
日
常
的
な
緊
急
時
対
策
の
強
化

⑦
要
援
護
者
の
把
握
と
情
報
共
有
の
仕
組

み
の
啓
発
と
活
用

２
　
災
害
時
の
要
援
護
者
対
策
強
化

⑧
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
体
制
の
整
備

【 

基
本
目
標
３ 

】

　
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

１
　
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
づ
く
り
　
　

⑨
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
生
き
が
い
づ
く

り
の
促
進

２
　
地
域
で
福
祉
活
動
を
す
る
人
材
育
成

と
交
流
の
促
進 

　
　

⑩
認
知
症
地
域
支
援
事
業

⑪
多
様
な
地
域
福
祉
活
動
の
人
材
育
成
と

活
動
推
進

【 

基
本
目
標
４ 

】

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

１
　
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
充
実

⑫
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支

援
等
の
事
業
実
施
（
仮
）

⑬
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
充
実

⑭
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相

談
体
制
の
充
実

２
　
地
域
福
祉
活
動
へ
の
支
援
　
　

⑮
地
域
子
育
て
支
援
の
充
実

⑯
地
域
で
の
自
立
生
活
支
援
の
仕
組
み
の

充
実

３
　
自
立
を
支
え
る
体
制
基
盤
づ
く
り

⑰
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
学
習
と
体
験

の
充
実

⑱
認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り

【 

基
本
目
標
５ 

】

　
社
協
の
組
織
体
制
の
充
実
・
強
化

１
　
組
織
の
充
実
・
強
化
　
　

⑲
社
協
の
計
画
的
な
組
織
の
充
実
・
強
化

へ
の
取
り
組
み
（
組
織
体
制
の
充
実･

強
化
、
財
源
の
確
保
と
充
実
、
福
祉
拠

点
の
管
理･

運
営
）

２
　
広
報
の
充
実
・
強
化
　
　

　
⑳
広
報
活
動
の
充
実

３
　
事
業
評
価
の
実
施
　
　

　
㉑
事
業
評
価
制
度
の
実
施

　
津
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
法
律

や
制
度
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
地
域

の
福
祉
・
生
活
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

第
１
次
〜
第
６
次
の
地
域
福
祉
活
動
計

画
を
策
定
し
、
計
画
に
基
づ
き
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
や
つ
な
が
り

の
希
薄
化
、
孤
独
・
孤
立
、
災
害
、
子

ど
も
の
貧
困
な
ど
、
地
域
の
福
祉
ニ
ー

ズ
の
複
雑
化
や
、
課
題
を
複
合
的
に
抱

え
る
ケ
ー
ス
な
ど
、
ニ
ー
ズ
が
複
雑
・

多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実

現
に
向
け
、
多
様
な
主
体
が
共
通
の
目

標
を
持
ち
、
協
働
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、

垣
根
を
越
え
た
事
業
展
開
や
、
地
域
住

民
・
団
体
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
会
福
祉
法
人
、
民
間

企
業
、
関
係
機
関
・
団
体
、
行
政
等
の

多
く
の
方
が
協
働
・
連
携
し
、
計
画
的

に
事
業
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
取
り

組
み
の
全
体
像
を
体
系
的
に
捉
え
、
か

つ
実
施
事
業
で
は
年
度
ご
と
に
具
体
的

な
指
標
を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
た
め
の
指
針
と
し
て
、
第
７

次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
を
行
い

ま
し
た
。

 

　　
地
域
の
力
は
も
と
よ
り
、
福
祉
の
枠

や
世
代
、
ま
た
、
様
々
な
人
や
資
源
が

協
働
・
連
携
し
て
力
を
発
揮
し
、
地
域

住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
を
大
切
に
、

「
支
え
る
側
」
、「
支
え
ら
れ
る
側
」
と

い
う
関
係
を
超
え
て
、
暮
ら
し
を
支
え

る
担
い
手
と
な
り
、
同
じ
地
域
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と
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「外に出る楽しみ」を支えたい
～赤い羽根募金が守る地域の絆～

＜問い合わせ先＞ 津山市共同募金委員会・津山市社会福祉協議会　TEL 23-5130

収 入

特別会員

普通会員

令和７年度ご寄付
ありがとうございました
令和７年度ご寄付
ありがとうございました
★市民の皆さんから寄せられました貴重な忌明寄
附金、一般福祉寄付金は、民間地域福祉活動の
推進にとって大切な財源となっております。こ
こに１年間の寄付総額をご報告し、感謝を申し
上げます。

　・忌明寄付金 189件 3,286,000円
　・一般福祉寄付金 59件 1,788,314円
　・交通遺児激励寄附金 2件  98,000円
　　　　　　　　　　計 250件 5,172,314円

　　使途につきましては、ボランティア活動、
福祉団体助成、ふれあいサロン活動、子育て
支援活動、その他地域福祉の推進に活用しま
した。

★書き損じハガキは、郵便局交換制度を利用し
て、新しいハガキや切手に交換し、ボランティ
ア活動や福祉活動の通信用に使用しました。
・書き損じハガキ　178,653円分

※社協へのご寄付は、税額控除の対象となります。

　本年も福祉事業を一層強力に進めていくために、
個人・法人・福祉施設等による会員制度を設け、
皆様方の参加をお願いいたしております。

●１世帯、１口300円以上で、全戸会員制を目標に
お願いいたしております。

●年会費、１口1,000円以上で、より多くの加入を
お願いいたしております。

【ご加入方法】
　会員にはどなたでも加入することができます。
　津山市社会福祉協議会の趣旨にご賛同いただけ
る方（個人・法人）はどなたでも加入できます。
窓口は町内会長さんへお願いをしております。一
人でも多くのご参加・ご協力をお願いいたします。
　昨年は、普通会費4,611,350円、特別会費985,550円
のご協力をいただきました。

受託金収入
367,877（58.7）

その他
106,011（16.9） 介護保険収入

81,755（13.0）

補助金収入
33,462（5.3）

会員の募集

令和８年度

津山市社会福祉協議会

会　費　
6,386（1.0）

在宅サービス利用料  
762（0.1）

施設利用料
10,050（1.6）

福祉のまちづくり事業費
137,416（21.9）

単位：千円　（　）内は%

共同募金配分金
13,097（2.1）事業寄付金

8,034（1.3）

支 出

福祉サービス事業費
261,549（41.6）

法人運営費
70,624（11.3）

介護保険事業費
98,959（15.8）

施設運営費
58,886（9.4）福祉のまちづくり事業費

111,407（21）

令和８年度　予算の概要　627，434千円☆
令
和
７
年
度
　
公
開
報
告
会
開
催
３
月
27
日
㈮

　
６
団
体
が
１
年
間
の
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
よ
り
一
層
の
支
え
合
い
・
助
け
合
い
が
行

わ
れ
る
地
域
を
目
指
し
取
り
組
ま
れ
た
福
祉
活
動
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
令
和
８
年
度
　
公
開
審
査
会
開
催
４
月
11
日
㈯

　
６
団
体
が
採
択
さ
れ
、
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
原
町
内
会
、
高
杉
団
地
町
内
会
、
長
谷
防
災
防
犯
会
、

　
上
高
倉
き
ん
ち
ゃ
い
家
、
サ
ボ
テ
ン
の
会
、

　
連
合
町
内
会
中
央
支
部

　…
…

助
成
額
５
５
７
，
０
０
０
円

　
今
年
度
、
一
緒
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
を
応
援

し
て
く
れ
る
、
こ
ど
も
審
査
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

小
学
生

　伴
野
　
悠
真
さ
ん
、
多
胡
　
日
南
乃
さ
ん
、

　
　
　
　
影
山
　
葵
衣
さ
ん
、
松
尾
　
美
心
都
さ
ん
、

　
　
　
　
大
田
　
楓
さ
ん

中
学
生

　妹
尾
　
奏
さ
ん
、
多
胡
　
若
南
さ
ん

高
校
生

　髙
山
　
安
珠
伽
さ
ん

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
。

令
和
８
年
度
　
助
成
団
体

こ
ど
も
審
査
員

赤
い
羽
根
ま
ち
づ
く
り
福
祉
活
動
助
成
事
業

あなたの募金が
思いをつなぐ！！

　中央共同募金会のホームページで、「津山運転ボランティアの会」の活動が動画で紹介
されました！一人で外出するのが難しい障がい者の方などに対して、ボランティアさん
が運転をお手伝いしています。「外に出る楽しみ」を支えるこの素敵な活動は、皆様から
の「赤い羽根共同募金」によって支えられています。

　津山で集まった募金は、「津山のまちを良くするため」に大切に使われます。
「困っている誰かを助けたい」という皆様の優しい気持ちが、地域の笑顔につ
ながっています。これからも、温かいご協力をどうぞよろしくお願いします！

毎年10月から始まる募金は、
他の活動にも活用されています。
◎子どもから高齢者までが集まる
　地域での交流
◎福祉施設やボランティア団体等
　の活動支援
◎学校での福祉の授業
◎もしもの時の災害支援

動画はこちらから
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あなたの自立した生活を支援します
～介護予防ケアマネジメント業務～

介護に関するお悩み、健康・福祉・医療・
生活に関すること等相談に応じます。

お気軽にご相談ください
～高齢者の総合相談支援事業～

認知症になっても住み慣れた地域で心豊かに
安心して生活ができるよう、理解啓発や認知症
の方とその家族の支援体制づくりを行います。

認知症の方と、その家族を支援します
～認知症総合支援事業～

高齢者の虐待についての相談・対応を行い
ます。また、消費者被害の防止や啓発、成
年後見制度の相談にも応じます。

あなたの権利を守ります
～高齢者の権利擁護業務～

ケアマネージャーのサポートやさまざまな
機関との連携により、切れ目のない支援体
制づくりを行います。

ケアマネジャーをサポートします
～包括的・継続的ケアマネジメント支援業務～

住民を中心とした、地域の情報交換・共有、
課題検討の場に参加し、地域が抱える福祉
課題の解決に向けてともに考えます。

福祉のまちづくりを推進します
～小地域ケア会議～

随時、講座・講話の依頼を受け付けています。

津山市社会福祉協議会　津山市地域包括支援センター TEL 23-1004

津山市地域包括支援センターです！

○見守り研修
　近年、孤立死・孤独死が社会問題となっています。孤立せず、住み慣れた地域で
安心して暮らしていくためには、日頃からのお互いの見守りが大切です。見守りの
輪を広げていくためにも、地域包括支援センターでは研修を行っております。見守
りに関心のある各種団体どなたでも対象となりますのでご相談ください。
※その他、認知症サポーター養成講座・フレイル予防講座など
　も行っておりますので、お問い合わせください。

地域包括支援センター
　　ってどんなところ？

津
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

　ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

      

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【 

香
典
返
し
、
偲
び
草 

】

（
Ｒ
８・1・1
〜
Ｒ
８・3・31
）（
敬
称
略・順
不
同
）

●広告の規格
　Ａ４版４段組みの最下段通し
　（１枠：縦５.５ｃｍ、横８.５ｃｍ、２色刷り）

●広告掲載料
　１枠：２２,０００円

●社協だより発行内容
　発 行 月：各年度６月、９月、1２月、３月
　発行部数：４２,０００部
　配 布 先：市内全世帯

●お申し込み方法
　広報誌広告掲載申込書（本会に備え付け）を掲載
　希望月の前々月末までに提出ください。

●注意事項
　公序良俗に反すると判断されるものや求人広告、
　個人の宣伝、政治活動、貸金業に類する内容の
　もの等は掲載できない場合があります。

●お問い合わせ先
　津山市社会福祉協議会 本所　TEL ２３‒５１３０

社協だよりへの

広 告 の 募 集

皆
様
よ
り
の
ご
芳
志
に

　
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
寄
付
金
品
は
、

社
会
福
祉
事
業
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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【
加
茂
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

原
　
　
昌
義
（
加
茂
町
桑
原
）

八
木
　
　
環
（
加
茂
町
行
重
）

大
谷
　
孝
男
（
加
茂
町
公
郷
）

渡
瀬
美
佐
恵
（
加
茂
町
物
見
）

【
阿
波
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

伊
藤
　
　
亨
（
阿
波
） 

【
勝
北
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

仁
木
　
將
雄
（
新
野
東
）

平
田
　
賀
一
（
安
井
）

平
田
　
善
宣
（
安
井
）

河
本
　
和
道
（
新
野
東
） 

丸
尾
　
久
子
（
西
下
）

宮
野
　
博
文
（
下
野
田
） 

【
久
米
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

池
田
　
孝
信
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高齢者の方の意欲を高め、本人が望む生活
を目標とした支援計画を作成し、自立に向
けて支援します。
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あなたの自立した生活を支援します
～介護予防ケアマネジメント業務～

介護に関するお悩み、健康・福祉・医療・
生活に関すること等相談に応じます。

お気軽にご相談ください
～高齢者の総合相談支援事業～

認知症になっても住み慣れた地域で心豊かに
安心して生活ができるよう、理解啓発や認知症
の方とその家族の支援体制づくりを行います。

認知症の方と、その家族を支援します
～認知症総合支援事業～

高齢者の虐待についての相談・対応を行い
ます。また、消費者被害の防止や啓発、成
年後見制度の相談にも応じます。

あなたの権利を守ります
～高齢者の権利擁護業務～

ケアマネージャーのサポートやさまざまな
機関との連携により、切れ目のない支援体
制づくりを行います。

ケアマネジャーをサポートします
～包括的・継続的ケアマネジメント支援業務～

住民を中心とした、地域の情報交換・共有、
課題検討の場に参加し、地域が抱える福祉
課題の解決に向けてともに考えます。

福祉のまちづくりを推進します
～小地域ケア会議～

随時、講座・講話の依頼を受け付けています。

津山市社会福祉協議会　津山市地域包括支援センター TEL 23-1004

津山市地域包括支援センターです！

○見守り研修
　近年、孤立死・孤独死が社会問題となっています。孤立せず、住み慣れた地域で
安心して暮らしていくためには、日頃からのお互いの見守りが大切です。見守りの
輪を広げていくためにも、地域包括支援センターでは研修を行っております。見守
りに関心のある各種団体どなたでも対象となりますのでご相談ください。
※その他、認知症サポーター養成講座・フレイル予防講座など
　も行っておりますので、お問い合わせください。

地域包括支援センター
　　ってどんなところ？

津
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

　ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

      

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【 

香
典
返
し
、
偲
び
草 

】

（
Ｒ
８・1・1
〜
Ｒ
８・3・31
）（
敬
称
略・順
不
同
）

●広告の規格
　Ａ４版４段組みの最下段通し
　（１枠：縦５.５ｃｍ、横８.５ｃｍ、２色刷り）

●広告掲載料
　１枠：２２,０００円

●社協だより発行内容
　発 行 月：各年度６月、９月、1２月、３月
　発行部数：４２,０００部
　配 布 先：市内全世帯

●お申し込み方法
　広報誌広告掲載申込書（本会に備え付け）を掲載
　希望月の前々月末までに提出ください。

●注意事項
　公序良俗に反すると判断されるものや求人広告、
　個人の宣伝、政治活動、貸金業に類する内容の
　もの等は掲載できない場合があります。

●お問い合わせ先
　津山市社会福祉協議会 本所　TEL ２３‒５１３０

社協だよりへの

広 告 の 募 集

皆
様
よ
り
の
ご
芳
志
に

　
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
寄
付
金
品
は
、

社
会
福
祉
事
業
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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掲 示 板

《お申し込み・お問い合わせ先》
津山市社会福祉協議会 本所　津山市山北520番地　TEL0868-23-5130・FAX0868-24-2979

● 加茂福祉センター
　 津山市加茂町小中原143   TEL42-3311・FAX42-3314
● 阿波福祉センター
　 津山市阿波1198　　　　 TEL46-2016・FAX46-7015
● 勝北福祉センター
　 津山市新野東567　　　　TEL36-6969・FAX36-8804
● 久米福祉センター
　 津山市中北下1300          TEL57-8133・FAX57-7532

● 津山市権利擁護センター「らいと☆おん」　
　 津山市山北520　TEL23-7978・FAX24-2979
● 津山市地域包括支援センター   （津山市役所1階）
　 津山市山北520　TEL23-1004・FAX23-1005
● 津山老人福祉センター｢さら楽｣  
　 津山市皿867　　TEL・FAX28-1781

津山市社会福祉協議会ホームページ ➡

６月10日
７月８日
８月12日
６月10日
７月８日
８月12日
６月18日
７月16日
８月20日
６月22日
７月21日
８月20日

13：00～
15：00

13：00～
15：00

9：00～
12：00

  9：00～
12：00

津山市総合福祉会館
２階相談室

加茂町福祉センター

久米支所

勝北保健福祉センター

場　所
本
　所

加
　茂

勝
　北

久
　米

時　間 開催日

生活支援コーディネーターに
ご相談ください

福祉総合相談・
心配ごと相談

　私たち生活支援コーディネーターは、高齢者の
方が地域で安心して暮らし続けられるよう、「困り
ごと」と「地域の支え手」をつなぐ調整役です。

★お電話でのご相談も受け
　付けております。
　津山市社会福祉協議会  本所  TEL 23‒5130

　日常生活上の困りごとや心配ごと、苦情、人権
等の相談に応じます。相談日は次のとおりです。

無料・予約不要

　地域版親子ひろばは、乳児から就学前までのお子様と保護者の方に、一緒に利用していただくひろばです。
フリーイン・ノンプログラムなので、時間内ならいつ来られても大丈夫です。おもちゃもたくさん用意しています。
親子でゆっくり遊んだり、他の親子やボランティアの方と情報交換したり、気軽に立ち寄れる場所としてご利用ください。

ご利用

くださ
い

※会場の都合により、日程変更する場合があります。
詳しくは、津山市社会福祉協議会  本所 ２３－５１３０
親子ひろば「すくすく」０７０－２１８０－０７１９へお問い合わせください。

すくすく久米
開催日時　10：00～11：30
６月　２日㈫　
　子育てほっとサロンと合同♪
６月１６日㈫
「出前保育」
　～久米こども園～
＊お友だちとおいでよ～

地域版親子ひろば

場所　久米保健センター
すくすく勝北

開催日時　10：00～11：30
６月２３日㈫　
・親子でできる簡単な足つぼケア
・Photoアート
・なかよしにこにこクラブと合同
＊予約は必要ありません

場所　勝北保健福祉センター
すくすく佐良山

開催日時　10：30～12：00
６月２４日㈬
「出前保育」
　～高野第二保育園～
＊おもちゃもたくさんあるよ♪

場所　さら楽（津山老人福祉センター）

★お申し込み・お問い合わせ先
　津山市社会福祉協議会 地域福祉課
　TEL ２３‒５１３０　FAX ２４‒２９７９

ご利用

くださ
い

ひとり暮らしの親が心配…
地域にどんな支援が
あるだろう

地域で何か役に
立てることが
ないだろうか…

地域の「あったらいいな」を一緒に考えさせて
いただきます！まずはお気軽にご相談ください！

地域の集いの
場に参加して
みたい…

買い物に行くのが
大変になってきた…


